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骨髄採取における骨髄血凝血塊の形成
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1例目 34 歳男性．採取バッグに生食 100ml とヘパリ
ン（H）9,000 単位を入れ，穿刺針洗浄用容器 2つにH
を各々 1,500 単位入れた．500ml 骨髄血採取時，採取バッ
グに粗大な凝血塊を認めた（図）．凝血塊の病理検査は
骨髄組織であった．2例目 36 歳男性．採取バッグに生
食 100ml と H 8,000 単位を入れ，穿刺針洗浄用容器 2
つにHを各々 1,500 単位入れた．100ml 骨髄血採取時，
採取バッグに粗大な凝血塊を認めた．両例とも採取中

の手技，採取後の凝固検査に顕著な異常なくHIT抗体
陰性であった．両例とも採取直前に抗生剤の cefotiam
が点滴された．cefotiam の骨髄血への移行は良好で，
濃度は末梢血より骨髄血で高値となる１）．cefotiamまた
は他の薬剤の採取骨髄血中の高濃度とHの作用阻害と
の関係が示唆された．抗生剤の予防投与は，採取終了
時から開始することが望ましい．
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